
第５学年 体育科学習指導案 

日時：平成２１年１１月９日（月） 
                                   ５校時（１３：４５～１４：３０） 

場 所 ：港区立港南小学校 体育館 
学 級 ：第５学年２組 ３２名 
担 任 ：田中 美智子  
指導者 ：下橋 良平 

 

１ 単元名 ボール運動「キャッチバレーボール」 

２ 単元の目標 

 技能 ○状況に応じてボールを片手や両手で操作したり、チームの連係プレーによる攻撃が成り立つように素

早く場所を移動したりして、ゲームを楽しむことができる。 

 態度 ○互いのよさを認め合いながら進んで運動に取り組み、ルールやマナーを守って、友達と助け合って活

動に取り組むことができる。 

 思考 ○自分のチームの特徴を生かした作戦を立て、工夫して活動に取り組み、一人一人がチームの力の高め 

判断  方を学んでいくことができる。 

３ 単元の評価規準 

 技能 ○ボールを片手や両手で操作したり、チームの連係プレーによる攻撃が成り立つように素早く場所を移

動したりして、ゲームができる。 

 態度 ○互いのよさを認め合いながら進んで運動に取り組もうとする。 

○ルールやマナーを守って、友達と助け合って活動に取り組もうとする。 

 思考 ○自分のチームの特徴を生かした作戦を立て、工夫して活動に取り組んでいる。 

 判断 ○チームの力の高め方を知り、一人一人が自分のチームの力を高めている。 

４ 運動の特性（魅力）                 ５ 児童の実態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 主題に迫るための手立て 

 

 

 

授業モデル ボール運動「チームづくり型授業モデル」 

(１)一般的特性 
○ネットをはさんだ攻防でゲームを行い、集団対集団で

得点を競い合うことを楽しむ運動である。 
○軽くてやわらかいボールを、片手や両手ではじいた

り、つかんだりして操作することで楽しめる運動であ
る。 

 ○チームの連係プレーによる攻撃が成り立つように、ボ
ールの方向に体を向けたり、素早く場所を移動したり
して楽しむ運動である。 

○得点ごとにプレーが止まることから、自分のチームの
特徴に応じた作戦を何度も試すことができ、作戦を生
かした動きをすることが楽しい運動である。 

(２)児童から見た特性 
 ○ボールのやわらかさや、ネットをはさんだ攻防によ

り、安心して学習を進められる運動である。 
 ○ボールをつないだり、相手コートにボールを打ち返し

たりすることに楽しさを感じる運動である。 
○ゲーム中に仲間と励まし合ったり、アドバイスし合っ

たりして、チームでかかわり合いながらプレーする喜
びを感じられる運動である。 

 ○チームの友達と協力し合って作戦を立てたり、めあて
の解決に向かって取り組んだりすることができる運
動である。 

特定の領域に限り体育専科として指導者
がかかわっている学級である。日常の担任
の指導もあり、素直な児童が多く、明るい
雰囲気の学級である。地域のスポーツクラ
ブに所属して日常的に活動している児童は
少なく、ボール運動を行ったときに、技能
面でチームを引っ張れる児童は少ない。し
かし、運動すること自体を好きな児童が多
いため、苦手意識がある運動でも自分のめ
あてをもって活動できている。 
 男女を問わず友達とかかわれる児童も多
く、普段の授業で互いに励まし合ったり認
め合ったりしている姿が多く見られる。 

本単元に取り組む前は、ベースボール型
のティーボールに取り組んだ。よさを認め
合うことを重点的に指導し、チームとして
のまとまりを高めることができた。 

本単元前の意識調査（別添資料）では、
前単元でティーボールの学習を経験したこ
ともあり、ボール運動の学習で大切にした
いこととして「作戦を考える」ことや「チ
ームとしてのまとまり」に目が向いている
児童が多い実態がある。 

（１）年間計画・・・ベースボール型 → ネット型 → ゴール型（第５学年） 

（２）学習過程・・・単元計画、はじめのルール、対戦方式、ミニゲーム、チーム編成 

（３）評価・・・自己・他者・チーム評価の一体化、１単位時間の評価、記録係による評価 

（４）学習資料･･･オリエンテーション漫画、チョイス＆チャレンジカード、練習カード、記録カード、チームカード、ピンポイントカード 
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７ 学習過程 

段階 学び方・チームの力を知る 

時間 第１時 第２時 第３時 第４時 

重点 チームのよさや自分のよさを見付ける 

学
習
内
容
・
活
動 

①オリエンテーション漫画で単

元のねらいや学習の進め方を

知り、単元の見通しをもつ。 

○学習資料の活用の仕方につ

いて知る。 

 

 

 

②チーム編成を行う。 

○バランスチーム編成 

○１チーム４～５人（６チーム） 

○単元を通して同一チーム 

③用具の準備について知る。 

④準備運動について知り、取り組

む。 

○ラン＆パス 

⑤ゲーム運営の仕方やはじめの

ルールについて知る。 

⑥試しのゲームに取り組む。 

・４人対４人 

・ゲームは時間制（６分） 

 

⑦整理運動をする。 

⑧学習の振り返りをする。 

⑨学習のまとめをする。 

⑩用具の片付けをする。 

①用具の準備をする。 

②本時の学習内容を知る。 

③めあて・作戦を確認する。 

④準備運動とボール慣れをする。 

 

⑤ミニゲームに取り組む。（５分） 

 

 

 

⑥ゲームに取り組む。 

〈はじめのルール〉 

・人数：４人対４人 

・ゲームは時間制（１ゲーム６分） 

・３回で相手のコートにボールを返球する。 

・ボールを落としたら相手チームに１点が入る。 

・得点をとったチームがサーブを打つ。 

・得点が入ったら時計回りにローテンションをする。 

・１球目キャッチ→２球目キャッチ→３球目はじく 

○対戦表に従ってゲームを行う。 

○審判やゲームの記録の仕方について知り、取り組む。 

・役割分担 審判１人（２人） 得点１人 記録２人 

 

⑦整理運動をする。 

⑧学習の振り返りをする。 

⑨学習のまとめをする。 

⑩用具の片付けをする。 

 

 

支援 

○チームの力を高めていくために学習資料を活用することを理解させ、記入例をもとにして記録カード

を記入させたり、チーム内でよさを認めてあげる相手を確認したりする。 

○事前に「ゲームに生きるプレー」「チームとしてのまとまり」「チームの力を高めるための考え」の力

が等質で、児童同士の人間関係に配慮したチーム編成を行う。 

○準備運動やミニゲームがゲームにつながるよう、活動のねらいを理解させる。 

○学習のまとめでは、ミニゲームでねらった動きができた児童を賞賛する。 

評価 

○チームや他チームの友達とかかわり、互いのよさを認め合おうとする。（態度） 

○仲間と役割を分担しながら、安全に気を付けて用具の準備や片付けを進んで行おうとする。（態度） 

○学習の進め方やキャッチバレーボールのルールを理解してゲームに取り組んでいる。（思考･判断） 

○両手や片手でボールを操作して、ゲームに取り組むことができる。（技能） 

○ラリーゲーム ○アタック・ 

ブロックゲーム 

○レシーブゲーム 

○席替え鬼 

チームカード 
記録カード 
チョイス＆チャレンジカード 
ピンポイントカード 
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チームの力を高める 

第５時 第６時 第７時（本時） 第８時 

一人一人がチームへの貢献につながる課題解決を積み重ね、「チームの力」を高める。 

①用具の準備をする。 

②本時の学習内容を知る。 

③めあて・作戦を確認する。 

④準備運動とボール慣れをする。 

 

⑤チームの時間に取り組む。 

○チームの課題に応じた活動に取り組む。 

⑥ゲームに取り組む。 

【２・３・４・５・６時 リーグ戦】 

○ゲーム後、審判チームから記録カードをもとにア

ドバイスする。 

⑦整理運動をする。 

⑧学習の振り返りをする。 

⑨用具の片付けをする。 

時 Ａコート 審判 Ｂコート 審判 

２ 

A―B C D―E F 

A―C B D―F E 

B―C A E―F D 

３ 

B―F C A―D E 

C―F B A―E D 

B―D F C―E A 

４ 

A―F C B―E D 

A―B F C―D E 

C―F A D―E B 

５ 

D―F E A―C B 

B―E D A―F C 

B―C A D―E F 

６ 

A―E C B―D F 

C―E A B―F D 

A―D E C―F B 

①用具の準備をする。 

②本時の学習内容を知る。 

③めあて・作戦を確認する。 

④準備運動とボール慣れをする。 

 

⑤チームの時間に取り組む。 

○チームの課題に応じた活動に取り組む。 

⑥ゲームに取り組む。 

【７・８時 対抗戦】 

○同じ相手と続けて対戦する。 

 

時 Ａコート 審判 Ｂコート 審判 

７ 

青 対 白 緑 黄 対 紫 赤 

青 対 白 紫 緑 対 赤 黄 

黄 対 紫 白 緑 対 赤 青 

８ 

紫 対 緑 黄 赤 対 青 白 

白 対 黄 紫 赤 対 青 緑 

紫 対 緑 赤 白 対 黄 青 

 

⑦整理運動をする。 

⑧学習の振り返りをする。 

⑨用具の片付けをする。 

○前時の様子やチームカードの記述等から事前に重点的に指導・支援に入るチームを決めておくようにする。 

○用具の準備やゲーム間の移動をすばやくできるように、１単位時間の流れ等を示した掲示資料を用意する。 

○準備運動・チームの時間・ゲームで、「チームのまとまり」「ゲームに生きるプレー」「チームの力を高めるた

めの考え」のよさを賞賛する。 

○ゲームに生きるプレーに高まりが見られない児童に対して、重点的に個に応じた助言をする。 

○記録カードもとにしたアドバイスをゲームに生かすように助言する。 

○両手や片手でボールを操作してパスをつないだり、連係プレーができるよう素早く移動したりできる。（技能） 

○ルールやマナーを守って、仲間と助け合いながらチームの時間やゲームに進んで取り組もうとする。（態度） 

○チームの特徴に応じた作戦を立ててゲームに取り組み、作戦について振り返っている。（思考･判断） 

 

○対面パス  ○ラン＆パス 
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８ 本時の学習（８時間扱いの７時間目） 

（１）目標 

【技能】チームの連係プレーを意識してゲームをすることができる。 

【態度】友達と助け合って活動し、互いのよさを認め合っている。 

【思考･判断】自分のチームのよさを生かした作戦を立てたり、チーム時間の活動を工夫したりする。 

（２）展開  

めあて 学習活動 学習環境 指導・支援（☆）評価（◇） 

 

○「チームの力」

を高めよう。 

 

 

 

 

○作戦とめあて

を確認してチ

ームの時間に

取り組もう。 

 

 

○チームの連係

プレーを意識

してゲームを

しよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○友達やチーム

のよさを振り

返ろう。 

 

 

○集合・整列をする。 

○本時の学習内容を知る。 

 

○全体で準備運動とボール慣れ

を行う。 

 ・ラン＆パス 

 

○チームの時間に取り組む。 

 

 

 

 

 

○ゲームに取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○整理運動を行う。 

 

 

○学習を振り返る。 

・作戦 

・めあて 

・よさ 

・自己評価 

 

○用具の片付けをする。 

○掲示資料 

○用具の準備 

 ・ゼッケン 

 ・支柱、ネット 

・ボール ・得点板 

・ホイッスル・筆記用具 

○ボール慣れ・チーム

の時間の場 

 

 

 

 

 

○ゲームの場 

 

 

 

 

 

 

・バドミントンコート

を使用 

・ネットの高さ 

１７０㎝ 

 

 

 

○学習資料 

・チームカード 

・マイカード 

・記録カード 

 

 

 

☆掲示資料をもとに学習内容の

見通しをもたせる。 

☆準備運動やチームの時間の場

は単元の始めから使用してい

るチームコートで行うよう指

示する。 

☆本時までに各チームの作戦や

めあてを確認しておくように

する。 

◇自分のチームのよさを生かし

た作戦を立て、チームの時間

の活動を工夫している。 

（思考・判断）【チームカード】 

☆ゲーム中に、チームの作戦が

発現したときには賞賛する。 

☆チームの連係プレーによる攻

撃が成り立つように、素早く

場所を移動してゲームを楽し

むよう個に応じて助言する。 

◇チームの連係プレーを意識し

てゲームをしている。 

（技能）【観察】 

◇友達のよさを認めている。 

（態度）【観察・個人カード】 

☆友達のプレーのよさやハート

のよさに対して声をかけるよ

う助言する。 

 

◇本時のゲームを振り返って、

チームのよさを生かした次時

の作戦を考えている。 

（思考・判断）【学習資料】 

☆ゲームの記録をもとに本時の

ゲームを振り返るように指示

する。 
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 A コート 審 B コート 審 

１ 青 vs 白 緑 黄 vs 紫 赤 

２ 青 vs 白 紫 緑 vs 赤 黄 

３ 黄 vs 紫 白 緑 vs 赤 青 

 

 

審
判
・
記
録 

審
判
・
記
録 

A  B 

 

緑

 

白

黄

 

紫

青

 

赤



児童の実態及び考察 

             

調査日：平成２１年１０月１３日（火） 

調査人数 ３２名（ティーボール前は３１名） 

① よさに対する意識（人） 

Q1あなたは、クラスの人たちのよい所    

 に目を向けるようにしていますか。 

04

25

2
いつもしている

たまにしている

あまりしていな
い

していない

 

  ティーボール前                キャッチバレーボール前 

 

Q２あなたは、クラスの人たちから自分の 

よい所を認めてもらっていると思いますか。 

2

16

12

1
そう思う

たまにそう思う

あまりそう思わ
ない

そう思わない

0

15

12

5 そう思う

たまにそう思う

あまりそう思わ
ない

そう思わない

 

  ティーボール前                キャッチバレーボール前 

 

本調査は、キャッチバレーボールの単元前に行ったティーボール前にも同様に実施してい

る。ティーボール前と同じ傾向として、よさについては、「自分はクラスの人達のよさに目

を向けているが、自分のよさは認めてもらっていない。」という児童が多い。ただし、ティ

ーボールでボール運動を経験したことにより、数値の向上が見られる。 

 本学習でも、単元初めは互いのよさを認め合うことを通して、チームの和を高めること

に重点を置いた学習を進めていきたい。 

 

05

21

6 いつもしている

たまにしている

あまりしていな
い

していない

 



② 体育の授業に対する意識 

Q３あなたは体育の授業は好きですか。    

03

11 17

好き

わりと好き

あまり好きでは
ない

好きではない

 

  ティーボール前                キャッチバレーボール前 

 

 ほとんどの児童が体育の授業を好きであることがわかる。キャッチバレーボールでは、

「あまり好きではない」と回答した２名の児童を重点的に指導し、ボール運動の楽しさを

味わわせることができるようにしていきたい。 

 

③ ボール運動の授業に対する意識 

Q４あなたはボール運動の授業は好きですか。 

1
5

8

17

好き

わりと好き

あまり好きでは
ない

好きではない

03

11 18

好き

わりと好き

あまり好きでは
ない

好きではない

 

  ティーボール前                キャッチバレーボール前 

 

 ティーボール前に比較すると、「あまり好きではない」「好きではない」と回答した児童

が少なくなった。ティーボールの学習で、互いのよさを認め合う習慣化が少しずつできる

ようになってきたことや「プレーのよさ」だけでなく、「ハートのよさ」「考えるよさ」で

も活躍する場面があることを知ったためと考えられる。 

 Ｑ３の考察と同様に、「あまり好きではない」と回答した３名の児童に対して重点的に指

導していきたい。 

 

 

02

11

19

好き

わりと好き

あまり好きでは
ない

好きではない

 



④ チームワークについての意識 

 

Q５ 「チームワークがよい」とはどういうことだと思いますか。（人） 

・励まし合っている １０         ・協力し合う  ７ 

・仲がよい。息があっている。６      ・作戦をよく考える。３ 

・アドバイスし合う ５          ・みんなが一つになっている ４ 

・認め合っている ４           ・よく話し合いをする ２ 

 

  ティーボールの学習を通して互いのよさを認め合うようにしてきたこともあり、ティ

ーボール前に比較すると「励まし合っている」「協力し合う」「アドバイスし合う」など

のチームとしてのまとまりを具体化した記述が多い。 

  本学習を通して、より具体的な姿としてチームの和が高まった姿をイメージできるよ

うにしていきたい。 

 

 

⑤ ボール運動の学習についての意識 

 

Q６ ボール運動の学習を進めていく上で大切なことはどんなことですか。思いつくことを

３つ書いてください。 

 

 

 

 

 

 

  ティーボールの学習を経験したこともあり、「作戦を考える」が一番多い回答

であった。作戦を考えることがボール運動で大切であると意識している児童が

多いことから、自分たちのよさを生かした作戦を立てるように今後重点的に助

言していきたい。 

  また、「チームとしてのまとまり」に関する具体的な記述が多いことからも、

まとまりが大切であると考えている児童が多いことがわかる。単元初めのよさ

の見つけ合いでかかわり合いの基盤をより一層築きながら、チームの力を高め

るようにしていきたい。 

 

 

 

・作戦を考える  １９        ・チームワーク １４ 

・声をかけあう  ６         ・アドバイスし合う ５ 

・励まし合う   ４         ・協力する  ３ 

・認め合う    ３         ・よい所を見つける ２ 

・ルールを守る  ２   など 



⑥ チームへの貢献についての意識 

Q７ ボールを使ったゲームの中で自分がチームの役に立っていると感じたことはありま

すか。 
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よくあった

たまにあった

あまりなかった

なかった
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なかった

 

  ティーボール前                キャッチバレーボール前 

 

 

 

 

 

 

 

 ティーボールの学習前と比較すると、キャッチバレーボールの学習前では「チームの役

に立っている」と意識している児童が増えている。 

 またティーボール前の意識調査では、理由に「ゲームに生きるプレー」に関する記述が

多かったが、キャッチボールの学習前になると「チームとしてのまとまり」や「チームの

力を高める考え」を意識して記述している児童が増えている。 

 ティーボールの学習で自分がチームに貢献するとは、プレー面に関することだけでない

ことが理解できていることがわかる。 

 本学習では、「なかった」と回答した１名の児童をより一層重点的に指導し、チームに貢

献できたという体験を多く味わわせていきたい。 

 また、「あまりなかった」という児童にもチームに貢献できたことを適切に評価していく

ことで、チームの力を高めることができるチームの一員であることを実感させていくよう

にする。 

 

 

 

 

・アドバイスをしたとき ９     ・応援をたくさんしたとき ７       

・上手にプレーできたとき ６    ・作戦を考えたとき ４ 

・励ましたとき ２         ・得点したとき ３ 

・声をかけたとき ２  など 
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